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事 業 名 単独維持補修事業（令和元年度実施）

担当課・室・係 建設課道路保全係

事業の目的 適切な維持管理をすることにより通行の安全を図る。

事業の概要

単独維持補修事業については、点検、要望等により道路の補修工

事、道路の清掃、除草作業等により通行の安全を図るとともに、道

路環境の整備に努めている。また、トンネル、橋梁等の重要構造物

については、道路ストック総点検事業として、５年ごとに点検を行

い、長寿命化修繕計画を作成し、計画的に補修工事を行っている。

自治会が実施する、市道の清掃、除草作業、道路沿いの山林等の手

入れ不足により発生した支障木の処理についても道路愛護作業とし

て補助金の交付を行う。

事業結果に

対する評価

Ａ

きわめて良好

Ｂ

良 好

Ｃ

おおむね適正

Ｄ

問題がある

Ｅ

かなり問題

【問題点など】

事業結果は良好であるが、以下の問題点もある。

限界集落が増加する中、単年度に 20 万円の支障木伐採事業補助金は少ない。

成果指標については、実績率が向上しているため一定の評価はできるが、要

望事項への優先順位が不透明である。

事業の今後

の方向性

１

拡 充

２

継 続

３

改 善

４

縮 小

５

休止・廃止

【提言など】

地区住民からの維持補修の要望については優先順位を考慮し、切実な問題と

とらえ可能な限り迅速な対応をすること。

高齢化や人口減少が進む中、支障木伐採事業補助金などの維持補修事業費の

予算拡充を行うこと。


